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お扱説明書 


エソテ ij ック製品をお買い上げいたださ、誠にありびとうございます。 

エソテ U ック製品は、最良の音質で末永くお使いいただくために、一台 
一台を厳しい品質管理のをとに製造しております。最良のコンディシヨ 
ンでお使いいただくために、ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお 
読みください。また、お読みになったあとは、いつでを見られるところ 
に保証書と一緒に大切に保管してください。 

末永くご愛用くださいますよう、お願い申し上げます。 
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安全にお使いいただくために 


製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す 
るために、下の注意事項をよくお読みください。 


A 奇各と t 必下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、乂災や感電などによっ 

/! \ 胃1=1 て、死 t や大怪我などの人身事故の原因となります。 

を 

電源 プラグを 
コンセントか 

5巧く 

万一、異常が起さた! 5 

煙が出たり、変なにおいや音がずるときは。 

機器の内部に異物や水などが入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
異常状態のまま使用すると、火災•感電の原因となります。販売店またはティアッ 
ク修理センター （36 ページに記載)に修理をご依頼ください。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしない。 

電源コードを加工したり、無理に巧ばたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
D しない。 

コードび破損すると火災•感電の原因となります。万一、電源コードび傷んだら(お 
線の露出、断線など)、販売店またはティアック修理センター （36 ページに記載)に 
交換をご依頼ください。 

§ 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴミやほこりび付着すると、乂災-感電の原因とな 
ります。電源プラグを抜いてから、やほこりを取り除いてください。 


交流100ボルト必外の電圧で使用しない。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみです。表示された電源電圧(交流100ボル 
トル U 外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続 
しないでください。火災•感電の原因となります。 


機器の上に花びんや水などが入った容器を置かない。 

内部に水び入ると乂災-感電の原因となります。 

(S) 

この機器のキャビネットは絶巧に外さない。 

キャビネットを開けたり改造すると、火災•感電の原因となります。内部の点検- 
修理は販売店またはティアック修理センター （36 ページに記載)にご依頼ください。 

分解禁止 

この機器を改造しない。 

火災*感電の原因となります。 


この機器を設置ずる場合は、壁か!520 cmlU 上の間隔をおく。また、放熱をよくす 
るために、他の機器との間は少し離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か! 515 cmlU 上、背面か!510 cmlU 上のず 
さまをおける。 

内部に熱びこわり、火災の原因となります。 
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き全にお使いいただくために(続き) 


A 三±ゴ=下の内容を無視して誤った取り扱いをずると、感電やその他の事故に 
/!\ /と'で\ よって、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることがありまず。 

強制 

オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切 
り、説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定のコードを使用する。 

それ外の物を使用すると故障、火災、感電の原因となります。 

電源を入れる前には音量を最小にする。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあります。 

この機器は約3 1 kg あり大変重いので、開徊や持ち運びの際はけがをしないように 
ミ主意する。 

この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手が届くようにずる。 
異常が起きた場合は、すぐに電源プラグをコンセントか!5抜いてください。 


ぐ!5ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。 

湿気やほこりの多い場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所に置かない。 

火災*感電やけびの原因となることびあります。 

この機器の付属の電源コードを他の機器に使用しない。 

故障、火災、感電の原因となります。 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被而くび溶けて、火災-感電の原因となることびあります。 

濡れた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因となることびあります。 

電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張5ない。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って抜 
いて < ださい。 

處 

電源 プラグを 
コンセントか 

5 巧く 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5抜き、 
外部の接続コードを外す。 

コードび傷つさ、火災-感電の原因となることびあります。 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコン 
セントか!5巧く。 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントか5巧く。 

感電の原因となることびあります。 
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電池の取り扱いについて 

本製品は電池を使用しています。誤って使用すると、発熱、発乂、液漏れなどの原因となります 
ので、下の注意事項を必ず守ってください。 


胃乾電池に関する注意 

0 

禁止 

乾電池は絶対に充電しない。 

破裂、液われにより、火災•けびの原因となります。 


Ak >1胃電池に関する注意 


電池を入れるときは、極性表示(プラス®とマイナス©の向き)に注意し、電池ケー 
スに表示されているとおりに正しく入れる。 

間違えると破裂、液われにより、火災、けびや周囲を巧損する原因となることびあ 
ります。 

長時間使用しないときは電池を取り出しておく。 

液びわれて火災、けび、周囲を巧損する原因となることびあります。わし液びわれ 
た場合は、電池ケースについた液をよく拭さ取ってから新しい電池を入れてくださ 
い。また、万一われた液び身体についたとさは、水でよく洗い流してください。 

§ 

指定必外の電池は使用しない。 

新しい電池とちい電池、または種類の違う電池を混ぜて使用しない。 

破裂、液われにより、火災、けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 

金属製の小物類と一緒に携帯、保管しない。 

ショートして液もれや破裂などの原因となることびあります。 

⑩ 

分解禁止 

分解しない。 

電池内の酸性物質により、皮膚や衣服を損傷する恐れびあります。 


口 

愛情点検 


電源コードや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因とな 
ることびあります。 

特に、湿気の多<なる梅雨期の前に行うと、より効果的です。 

己年に1度は、販売店またはティアック修理センター (36 ぺージに記載)に内 
部の点検をご依頼ください。費用についてはお問い合わせください。 
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お使いになる前に 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びありましたら、お買い上 
げになった販売店または製社 AV お客様相談室 (3 目ペー 
ジに記載)にご連絡ください。 

電源コード XI 


お手入れ 

トップカバーやパネル面の巧れは、薄めた中性洗剤を少 
し含ませた柔らかい巧でおいたあと、固く絞った巧で水 
おさしてください。 

3ムやビニール製品を長時間触れさせると、キャビネッ 
卜を傷めることびありますので避けてください。化学ぞ 
ラさんやベンジン、シンナーなどで拭かないでください。 
表面を傷める原因となります。 

A お手入れはま全のため電源プラグをコンセントか5 
巧いて行ってください。 



リモコン用乾電池 
弹 3) X 2 


取扱説明書(本書) X ’ 


〇ミ〇 

フエ J レト X 4 枚 

♦♦ 

ご愛用者カード x ’ 




リモコン 
(RC-11 己巨 ）XI 


設置について 

本機の底板には、高精度の鉄製ピンポイント脚び強固 
に取り付けられています。 

フットスタンドはぐらついた状態になっていますび、 
設置するとピンポイント支持になり、振動を効果的に 
分散させます。 

シャーシ ピンポイント脚御製） 



フットスタンド傲製） フットスタンドび落ちない 

よラに止めるためのネジ 

•設置面を傷付けたくない場合は、フットスタンドの 
裏に付属のフェルトを貼ってお使いください。 


結露現象について 

本機を寒い戸外から暖かい室内に持ち込んだり、設置 
した部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレン 
ズに水滴びついて正常に動作しないことびあります。 
この場合は、電源を入れて1〜2時間そのまま放置して 
ください。正常に再生でさるよラになります。 
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使用上の注意 


参本機の上には物を置かないでください。 

参直射日光び当たる場所や暖房器具の近<など、温度び 
高くなるところに置かないでください。また、アンプ 
など熱を発生する機器の上には置かないでください。 

参再生中はディスクび高速回転しているので、本機を持 
ち上げたり動かしたりしないで<ださい。ディスクを 
傷つける恐れびあります。 

参ガラスドア付さラックに設置した場合、ガラスドアを 
閉めたまま I J モコンのトレー開閉ボタン ( 0 PEN / 
CLOSE ) を押してディスクトレーを開けないでくださ 
し、。強い力でディスクトレーの動さび妨げられると、 
故障の原因になります。 

参本機を移動したり、弓 I っ越しなどで捆包する場合は、 
必ずディスクを取り出してください。ディスクを内部 
に入れたまま移動すると、故障の原因となります。 

参安定した場所に設置してください。 

参テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたま 
まテレビをつけると画面にしま模様び出る場合びあり 
ますび、本機やテレビの故障ではありません。このよ 
ラな場合は本機の電源を切つてください。 


電源の極性について 

付属の電源コードのプラグ部分の PSE マークは、本機の 
アース側を示しています。一般的に、家庭用電源コンセ 
ントの差し込み口は、長い溝のちびアース側です。 

接続時の電源プラグの差し込む向さ(極性)によって、音質 
び変わることびあります。お好みの音質となる向さで接 
続して < ださい。 



音のエチケット 

楽しい音楽を、場合によっては大変気 
になるをのです。静かな夜間にはルさ 
な音でをよく通り、隣近所に迷惑をか 
けてしまラことびあります。 

適当な音量を必びけ、窓を閉めたりへッドホンを使用 
するなどして、お互いに快適な生活環境を守りましよ 
ラ。 

このマークは音のェチケットのシンボルマークです。 
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ディスクについて 


下の表に表示されているマークはディスクレーベル、 
またはジャケットに付いています。本機はこの表の 
ディスクをアダプターなしで再生することびでさま 
す。 

この表のディスク外は再生でさません。 

本機で再生できるディスクの種類とマーク 


スーパーオーディオ CD 

SUPER AUDIO CD 


音楽用 CD 

抽帽歷 

DIGITAL AUDIO 


上記 ly がのディスクを再生すると、大音量のノイズを 
発生してスピーカーを破損したり、聴覚を傷付ける恐 
れびありまず。上記 ly がのディスクは絶対に再生しな 
いで < ださい。 

• DVD ビデオ、 DVD オーディオ、ビデオ CD 、 DVD - 
ROM . CD - ROM などは再生できません。 

•コピーコント□ール CD など、 CD の標準規格に準拠 
していない特殊なディスクや DualDisc は正常に再 
生でさないことびあります。本機で特殊なディスク 
を使用した際の動作や音質については保証いたしか 
ねます。特殊なディスクの再生に支障びある場合は、 
該当するディスクの発売元にお問い合わせくださ 
い。 

CD - R / CD - RW について 

本機は音楽 CD フォーマツトで記録された CD - R / 
CD - RW を再生することびできます。 


参 CD レコーダーで作成したディスクは、忘れずにファ 
イナライズして < ださい。 

ディスクの品質、記録のが態によっては再生できない 
ことびあります。詳しくはお手持ちの機器の説明書を 
お読みください。 


ディスクの取り扱い 

参ディスクはレーベル面を上にしてセットしてください。 
(コンパクトディスクの再生は片面だけです） 

参ディスクをケースから取り出すとさは、必ずケースの 
中必を一度押して、ディスクの外周部分を手ではさむ 
ように持ってください。 

取り出しち ディスクの持ちち 


参信号記録面(レーベルびない面)に傷、指紋、巧れなど 
びあると、再生時にエラーの原因となることびありま 
すので、お取り扱いにはご注意<ださい。 

参信号記録面に指紋やほこりびついたら、柔らかい巧で 
内側中むから外側へ直角ち向に軽くおいてください。 
ディスクの巧れは音質低下の原因となりますので、い 
つをされいに清掃して保管してください。 



•レコードク U —ナ ー、 帯電防止剤、ベンジン、シンナー 
などで絶対におかないでください。これらの化学薬品 
で表面び侵されることびあります。 

参直射日光び当たる場所や、高温多湿な場所には放置しな 
いで < ださい。 

参ディスクのレーベル面に何か書さ込むとさは、油性の 
フェルトペンをお使いください。ボールペンなど、先 
端の固いペンを使うと、ディスク面を傷つけて再生び 
でさなくなる場合びあります。 

参再生び終わったディスクは、必ずケースに入れて保管 
して<ださい。そのままディスクを放置するとそりや 
キズの原因となります。 

参ディスクにラベルなどを貼らないでください。ディス 
クにセ□八ンテープやレンタルディスクのシールなど 
をはびしたあとびあるもの、またシールなどから糊び 
はみ出ているものは使用しないでください。そのまま 
本機にかけると、ディスクび取り出せなくなったり、 
故障の原因となることびあります。 
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リモコンについて 


参市販の CD 用スタビライヴーは、絶対に使用しないでく 
ださい。再生でさな<なったり、故障の原因となります。 

参ヒビび入ったディスクは、機器の故障の原因となりま 
すので使用しないでください。 

参八ート形やノ V 角形など特殊形状のディスクは、機器の 
故障の原因となりますので使用しないでください。 


の 

ろ） 

お 

の 


リモコン使用上の注意 

参 U モコンの先端を本体の IJ モコン受光部に向けて、 
7メートル内の距離で操作してください。本体と U 
モコンの間には障害物を置かないで<ださい。 

参 U モコンの受光部に直射日光や照明の強い光び当たつ 
ていると、 IJ モコン操作びでさないことびあります。 

•本機の U モコンを操作すると、赤外線によりコント□一 
ルする他の機器を誤動作させることびありますのでご 
を意 < ださい。 


参レーベル面に印刷するタイプのディスク(プ IJ ンタブル 
ディスク)は使用しないでください。表面び特殊加工さ 
れているため、本機にかけると、ディスクび取り出せ 
なくなったり、故障の原因となることびあります。 

CD - R や CD - RW ディスクの取り扱いについてご不明な点 
びある場合は、直接ディスクのメーカーにお問い合わせ 
<ださい。 


電池の入れ方 

ドライバーを使って IJ モコン下部のフタを外し、電池ケー 
スを引さ出してください。 ® と©の向さを確認して乾電 
池(単3形)2本を入れ、電池ケースを戻してフタを閉めて 
<ださい。 



電池の交換時期 

操作範囲び狭くなったり、操作ボタンを押してち動作し 
ない場合は、2本とを新しい電池に交換してください。 
使い終わつた電池は電池に記載された廃棄ち法、をしく 
は各市町村指定の廃棄ち法に従って捨てて<ださい。 


A 電池についてのま意 

乾電池を誤って使用すると、電池の破裂、液ちれにより、 
义災、けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 
日ページのま意をよく読んでご使用ください。 







接続 


iLINK 端テは、 
接続するケープ 
ルによつて、ど 
ちらの端テを使 
用してちかまい 
ません。 


AC100V D/A コンパ'—夕一/ 

デジタル入力付きアンプなど 



D-02 


XLR ピン番号 

1. COMMON 

2. HOT (+) 

3. COLD (-) 


A 接続時のを意 


>全ての接続び終わつてから電源プラグを差し込んでください。 

け妾続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 


スーパーオーデイオ CD/CD トランスポート (P-02) 



デジタル音声入力端子 


凸 

1 / 


RC A デジタルケ^^ブル 


mMBM 


凸 


XLR デジタルケ I ブル 


曰 


BNC 同軸デジタルケ—ブル 


回 


囚 


ns 


凸 


mMBM 


XLRtK ジタルケ I ブル 


凸 


i . LIZK ケ—ブル 
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□ デジタル音声出力端子 

デジタル音声を出力します。 D / A コンノ く一夕一の-日2 
など)のデジタル入力端テと接続してください。 

接続には市販のケーブルをお使いください。 

XLR : XLR デジタルケーブル 
RCA : RCA 同軸デジタルケーブル 
i . LINK(AUDIO S 400) : 

S 4 日日対応の6ピンまたは4ピンの 
i . LINK ケーブル ( IEEE 1394ケーブル） 

接続した端子に合わせて、各端子の出力設定を行って 
ください。 (27 ページ） 

• エソテリックの D / A コンパ'-夕一 ( D -01/ D -02/ 
D -03/ D -0 己)または Dual AES に対応している D/A 
コンバーターと接続する場合は、2本のケーブルを 
使って本機の XLR 1( L ) 端テと D / A 〕 ンバーターの L 端 
テ、本機の XLR 2( R ) 端テと D / A コンバーターの R 端 
テをそれぞれ接続してください 。 （Dual AES 接続） 

• i . UNK ( AUDIO ) 端テは、接続した機器との双ち向の 
データ転送び可能なインターフェースです。入力/出 
力の区別はありません。 

• i . LINK 端テは、目ピンと4ピンの端テを備えています。 
接続するケーブルによってどちらかをご使用くださ 
い。 

複数の機器と i . LINK ケーブルで接続する場合は、両 
ちの端テを使ってください。 （ i . LINK ケーブルの接続 
については、33ページをお読みください） 


□ つー ドシンク入力端子 [WORD SYNC IN、 
lOMHz IN] 

同期信号(ワードク□ック)を入力します。 

ヮ ードシンクする場合は、 D / A コンパ'一夕一または 
マスターク□ックジェネレーターのワードシンク出 
力端子 (WORD SYNC 日 UT ) と本機のワードシンク 
入力端テ (WORD SYNC IN ) を接続してください。 

TOMHz 発振器の信号を入力する場合は、発振器の出 
力を本機の]日 MHz IN 端テに接続してください。 


♦ 「ワードシンク入力端テ」の設定で、ワードシンクす 
る端テを選んでください。 （27 ページ） 

♦ 接続には市販の目 NC 同軸デジタルケーブルをお使い 
<ださし、 （ W 日 RD SYNC IN :7 已〇1日 MHz IN : 已日 0) 


Q アース端子 [S に NAL GND] 

アース端テを D / A コンバーターやアンプなどとアー 
ス接続すると、音質び良くなることびあります。 

♦ 安全アースではありません。 


H 電源ィンレット 

電源インレッ h に付属の AC 電源コードを差し込んで 
ください。全ての接続び終わったら、電源プラグを 
AC 1 00 V の電源コンセントに差し込んでください。 

• 本機の電源コード接続ソケットは3ピン仕様になっ 
ていますび、アースピンはシャーシには接続されて 
いません。 

A エソテリック純正の電源コード ly がは使わないでく 
ださい。义災や感電の原因になることびあります。 
また、長期間使用しないときは、コンセントか5電 
源プラグを巧いておいてください。 


エソテ U ックでは、 IJ フアレンスとしてエソテリック 

MEXCEL ストレスフリ ー7N ケーブルを使用してい 
ます。エソテ IJ ック MEXCEL ケーブルシ IJ - ズは、 
1；(下のちのび発売されています。 

RCA オーディオケーブル目 NC デジタルケーブル 
XLR オーディオケーブルスピーカーケーブル 
RCA デジタルケーブル パワーケーブル 

XLR デジタルケーブル 
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各部の名称(本体) 



困電源ボタン [ POWER ] 

電源のオン/オフを切り換えます。 

電源びオンのとさは、ボタンの周囲び青く点打し 
ます。 

電源びオフのとさは、消なします。 

本機を使わないとさは、電源をオフにしてくださ 
い。 

[ B ] つー ドインジケーター [ WORD ] 

ワードシンクの状態を表示します。 

ワードシンクの設定を rautoj または「日 N 」 に 
すると点滅を始め、ク□ツクを感知して同期する 
と点好に変わります。 

モードボタン [ MODE ] 

設定モードに入ります。 （24 ページ） 

@リモコン受光部 

IJ モコンからの信号を受信します。 IJ モコンを使 
用するとさは、 IJ モコンの先端をこちらに向けて 
操作してください。 （9 ページ） 

[ U ディスクトレーとシャツター 

シャツターび開いてディスク トレーび出てさます。 
(18 ぺージ） 

E ディスプレー 

再生時間や巧数などの情報を表示します。 （13 ペー 
ジ） 


垣]トレーインジケーター 

ディスクびディスクトレーにあるとさに点打します。 
点打ち法はトレーインジケーター設定で変更すること 
びでさます。 （29 ページ） 

囲トレー開閉ボタン [ OPEN / CLOSE ] 

ディスクトレーを開閉します。 

[〇停止ボタン [ STOP ] 

再生を停止します。 （17 ページ） 

停止中に2秒じし b 押し続けると、スーパーオーディオ 
CD の再生エ U アを切り換えます。 （22 ページ） 

設定モード中に押すと、設定を終了して通常の表示に 
戻ります。 （24 ぺージ） 

[7] 再生ボタン [ PLAY ] 

ディスクを再生します。 （1 目〜17ページ） 

再生中は PLAY インジケーターび点打します。 

[ E ]- 時停止ボタン [ PAUSE ] 

再生を一時停止します。 （17 ページ） 

一時停止中は PLAY インジケーターび点滅します。 

E スキップボタン [ w ◄/►► l ] 

前または後ろにスキップします。 （18 ページ） 

再生中に]秒 I ソ上押し続けると早戻し/早送りをしま 
す。け少 I ソ上の長押しをくり返すと、早戻し/早送り 
のスピードび3段階に変わります。 （19 ページ） 

設定モード時のパラメーター変更に使用します。 （24 
ぺージ） 


U 









































各部の名称(デイスプレー) 



H ディスクィンジヶ-夕- 

セツトされているディスクの種類を表示します。 

スーパーオーディオ CD : SA-CD 
音楽用 CD : CD 

nu ピートインジケーター 

U ピート再生中に点打します。 （19 ページ） 

B メッセージ表示部 

再生時間など各種メッセージび表示されます。 


Q マルチチャンネルインジケーター 

音声出力の設定びマルチチャンネル ( Multi ) のとき 
に点打します。 

n チャンネルインジケーター 

ステレオ音声にチャンネル）の再生中は、 L / R び点 
打します。 

マルチチャンネル音声の再生中は、記録されている 
チヤンネルび点打します。 

0し LINK インジケーター 

i . LINK 出力びオンのとさに点打します。 


FI タウンミックスインジケーター 

スーノ くーオーディオ CD のマルチチヤンネル音声をダ 
ウンミックスして出力しているとさに点打します。 
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各部の名称(リモコン) 
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本体とリモコンに同じ機能のボタンびある場合、この取 
扱説明書では本体のボタンを使って説明していまずび、 
リモコンのボタンも同様に使えます。 


































































GS 照明ポタン [ON/LIGHT] 

このボタンを押すと、 IJ モコンの白いボタンび数秒間 
点巧します。 

13スタンバイポタン [STANDBY] 

本機では使用しません。 

日数字キ- 

選巧に使います。 

Q ] 再生エリアボタン [PLAY AREA] 

停止中に押すと、スーパーオーディオ CD の再生エ U 
アを切り換えます。 （22 ページ） 

且2チヤンネル/マルチチヤンネルボタン [2CH/MULTI] 

アナ□グ音声出力の2チヤンネル/マルチチヤンネル 
を切り換えます。 （22 ページ） 

□ 才ーディオボタン [AUDIO] 

プ□グラム再生に使います。 （20 ページ） 

□スキヤンボタン （◄◄/►►) [SCAN] 

早戻し/早送りに使用します。 （19 ページ） 

〇停止ボタン (IKSTOP] 

再生を停止します。 

D 再生ボタン (►KPLAY] 

ディスクを再生します。 

〇音量ボタン [VOLUME] 

本機では使用しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
夕一の-日2など)、アンプなどで使用することびでき 
ます。 

□ 入力切換ボタン [INPUT] 

本機では使用しません。エソテ IJ ックの D / A コンバー 
夕一 ( D -02 など)、アンプの入力切り換えに使用しま 
す。 


b ディマーポタン [DIMME 刊 

本体のディスプレーの明るさを4段階で調節でさま 
す。 （23 ぺージ） 

のセットアップポタン [SETUP] 

本機では使用しません。エソテ IJ ックの D / A コンバー 
夕一 ( D -02 など)、アンプなどで使用することびでき 
ます。 

田トレー開閉ボタン (A)[OPEN/CLOSE] 

ディスクトレーを開閉します。 

【3クリアポタンに LEAR] 

数字キーを押し間違えたとさなどに使います。 

□ ディスプレーボタン [D 旧 PLAY] 

再生中または停止中にこのボタンを押すと、ディスプ 
レーの表示び切り換わります。 （23 ページ） 

0リピートボタン [REPEAT] 

IJ ピート再生に使用します。 （19 ページ） 

□ グループ/タイトルボタン (I ィ /W) [GROUP/TITLE] 

本機では使用しません。 

□ スキップボタン (w◄/►►l)[TRACK/CHAP] 

前または後ろのトラックにスキップします。 （18 ペー 
ジ） 

設定モード時のパラメーター変更に使用します。 （24 
ぺージ） 

□ 一時停止ボタン (M) [PAUSE] 

再生を一時停止します。 （17 ページ） 

Q] ミュートボタン [MUTING] 

本機では使用しません。エソテ IJ ックの D / A コンバー 
夕一 ( D -02 など)、アンプのミューティングのオン/才 
フに使用します。 
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基本操作 


電源オン/オフ 




電源ボタン ( POWER ) を押すたびに、電源のオン/オフび 
切り換わります。オンのときは、電源ボタン ( POWER の 
周囲と本体のディスプレーび点なします。 

参本機を使用するときは、接続してある機器 ( D / A コン 
バーター、アンプなど)の電源ちオンにして<ださい。 


再生 

□ トレー開閉ボタン (OPEN/CLOSE) を押 
ず。 

シヤッターび開いてディスクトレーび手前に出ます。 




•本機はメカニズムの構造上、トレーび開く前にピッ 
クアップを最外周に移動しますので、トレーび開く 
までに時間びかかります。 

0ディスクのレーベル面を上にしてトレー 
の中央にのせる。 



• ディスクび中央のガイドから外れた状態でトレーを 
閉じると、ディスクび中で引つかかりトレーび開か 
なくなることびありますので、ディスクは必ずトレー 
の中央のガイドにしっかり合わせて置いてください。 


16 








































且トレー開閉ボタン (OPEN/CLOSE) を押 
ず。 


OPEN/CLOSE 



ディスクトレーび引さ込まれシャッターび閉まりま 
す。指を挟まないようにごを意ください。 

• ディスクの読み込みには多少時間びかかります。 

• ディスクの読込モードを変更することびでさます。 
(29 ぺージ） 

□ 再生ボタン (PLAY) を巧す。 


一時停止ずる 










◎ 

〇 


〇 〇 C 

〇 °0 

) 






1 1 



PAUSE 



再生中に一時停止ボタン ( PAUSE ) を押すと再生び一時停 
止し、本体の再生ボタン ( PLAY ) のインジケーターび青く 
点滅します。 

再生ボタン ( PLAY ) または一時停止ボタン ( PAUSE ) を押 
すと、再び再生び始まります。 



再生び始まります。 


再生をやめる 



停止ボタン ( STOP ) を押すと再生び停止します。 
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再生(続き) 


ディスクトレーを開閉ずる 


ス丰ップずる 




トレー開閉ボタン ( OPEN / CLOSE ) を押すとトレーび開 
さ、もう一度押すと閉まります。 

•ディスクの再生中にトレー開閉ボタン ( OPEN / 
CLOSE ) を押した場合は、トレーび開くのに数秒かか 
ります。 


数字丰一で選んで再生ずる 


9 +10 〇 

€〇 〇 〇 〇 

〇 〇 〇 


再生中にスキップボタン ( w ◄/►► l ) を押すと、前または 
後ろの巧にスキップして再生を始めます。 

• I イイボタンを]回押すと、再生中の巧の頭に戻ります。 
それより前に戻りたいとさは、ボタンを続けて押 
して < ださい。 

ただし、巧の最初の1秒！;(内で I イイボタンを押した場 
合は、前の巧にスキップします。 

•停止中または一時停止中に I イイ/ボタンを押すと、 
選んだ巧の頭で一時停止状態になります。 



再生中または停止中に数字キーを押すと、その ffl から再 
生を始めます。 

ffl 番7 : 〇 

+10 +10 3 

曲番23 : 〇 ■=> 〇 ■=> 〇 
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IJ ピート 再生 


早戻し/早送りずる(スキャン) 




再生中に U ピートボタン ( REPEAT ) を押すたびに、 IJ ピー 
トモードび変わります。 


再生中にスキップボタン ( / ►►!) を1秒！;(上押し続け 
る 0；( 下長巧しと表記)と早戻し/早送りびでさます。聴さ 
たい部分び見つかりましたら、再生ボタン ( PLAY ) を押し 
て < ださい。 


スキップボタン/ ►►!) を長押しするたびに早戻し/早 
送りの速度び変わります。速度は3段階あります。 


►►1 :早送り （1) 一早送り (2) —早送り (3) 

一通常の再生 

:早戻し （1) 一早戻し (2) —早戻し (3) 

一通常の再生 

IJ モコンで操作するとさは、スキヤンボタン （◄◄/►►) 
を押して < ださい。 












SCAN 



r -^ REPEAT TRK -► REPEAT DSC -n 
(トラック IJ ピート）（デイスク IJ ピート） 

- REPEAT OFF ^ - 

(通常の再生） 


トラックリピート 

再生中の巧を < り返し再生します。 U ピート再生中に 
他の巧を選ぶと、その巧をくり返し再生します。 


ディスクリピート 

再生中のディスクの全巧をくり返し再生します。 


U ピート再生中は、 U ピートインジケーターび点打しま 
す。 


参再生を停止すると IJ ピート再生は解除されます。 
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プ□グラム再生 


聴さたい曲を順番に 30 ffi までプ□グラムでさます。 

〇停止中または再生中にオーディオボタン 
( AUDIO ) を巧す。 

再生中の場合は、その ffi び1番目にプ□グラムされま 
す。 


OC -30 


AUDIO 


b 数字キーでプ□グラムしたい巧番を選ぶ。 


g プ□グラムが完了した！5、再生ボタン (►) 
を押す。 

プ□グラム再生び始まります。 

•再生中にプ□グラムした場合は、再生ボタン (►) を 
押す必要はありません。 


プ□グラムされたトラック番号プ□グラム番号 


複数の ffl をプ□グラムするとさは、続けて数字キー 
を押して < ださい。 

♦数字キーを押し間違えた場合は、ク IJ アボタン 
( CLEAR ) を押してくださし、最後にプ□グラムした 
巧蚕び削除されます。 

• そのディスクに存在しない巧番はプ□グラムでさま 
せん。 


例） 3の場合： 3 

]2の場合：+10一2 
20の場合：+10一+10一0 



4PO 

307P0 

2060^0 

105090 
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[ERIC 


プ□グラムした最後の®蚕を削除ずる 
には 

停止中または再生中に、ク IJ アボタンに LEAR ) を押す 
と最後にプ□グラムした ffl 番び削除されます。再度数 
字ボタンを使って入れ直すことちでさます。 


CLEAR 


.OC ~~3 0 一 


全てのプ□グラム内容を消去して通常 
の再生に戻るには 

停止中または再生中に、才ーディオボタン ( AUDIO ) を 
押すとプ□グラムモードは解除されます。プ□グラム 
再生中に才ーディオボタン ( AUDIO ) を押した場合は、 
そこから通常の再生に戻ります。 

参プ□グラム内容は消去されます。 

また、停止中または再生中にトレー開閉ボタン ( A ) や本 
体の電源ボタンを押した場合ちプ□グラム内容は消去 
されます。 


プ□グラムの最後に巧を追加ずるには 

停止中または再生中に、数字キーで追加したい ffl 番を 
選んでください。 


〇 〇 I 〇 


OC -30 


AUDI 


10 
) 一 



4030 

307 PO 

2PO ろ 

Ipob 


2 / 
































再生エリアの切換 2チャンネル/マルチチャンネルの切換 



スーパーオーディオ CD には、ステレオ (2 チヤンネル)と 
マルチチヤンネルなど複数のエ U アを持つちのや、スー 
パーオーディオ CD と CD の2層構造(八イブ U ッド)になつ 
ているちのびあります。 

停止中に停止ボタンを2秒！;(上押すと、再生エ U アを切り 
換えることびでさます。 

U モコンで操作するとさは、停止中に IJ モコンの再生エ 
IJ アボタン (PLAY AREA ) を押します。 


PLAY 

AREA 



•八イブ u ッドディスクについては、設定モードの 
LAYER (優先再生エ U ア)で、スーパーオーディオ CD 
と CD のどちらの層を優先的に再生するのかあらかじめ 
設定しておくこともでさます。 （28 ページ） 

• IJ モコンの2チヤンネル/マルチチヤンネルボタン 
(2 CH / MULTI ) で音声の出力を設定すると、スーパー 
オーディオ CD のマルチチヤンネルと2チヤンネル両方 
のエ U アを持ったディスクを読み込むとさに、優先的 
に設定に合ったエ IJ アを読み込みます。 （28 ページ） 

参スーノくーオーディオ CD の2チヤンネルエ U アを選択す 
ると 、 rSACD 2 ch 」 と表示され、チヤンネルインジケー 
夕一の し R び点好します。スーパーオーディオ CD の 
マルチチヤンネルエ IJ アを選択すると 、 「SACD 
Multi 」 と表示され、すべてのチヤンネルインジケーター 
び点打します。 CD のエ U アを選択すると、に D 
Area 」 と表示され、チヤンネルインジケーターは消打 
します。 


停止中に2チヤンネル/マルチチヤンネルボタン (2 CH / 
MULTI ) を押すたびに、2チヤンネル/マルチチヤンネル 
の設定び切り換わります。 


2 ch (2 チヤンネル） 

2チヤンネルの音声を出力します。 

この設定にすると、スーパーオーディオ CD のマルチ 
チヤンネルと2チヤンネル両方のエ U アを持ったディ 
スクを読み込むとさに、2チヤンネルのエ U アを優先 
的に読み込みます。再生エ U アの切換は、ディスクを 
読み込んだ後で行えます。（左記「再生エ U アの切換」 
参照） 

マルチチヤンネルのソースを再生した場合は、音声は 
フ□ントし R にダウンミックスされます。（ダウンミッ 
クスインジケーターび点巧します。） 

ステレオ再生するとさに選んでください。 

Multi (マルチチヤンネル） 

マルチチヤンネルに対応した D / A コンバーターやアン 
プを接続する場合に選んでください。 

この設定にすると、スーパーオーディオ CD のマルチ 
チヤンネルと2チヤンネル両方のエ U アを持ったディ 
スクを読み込むとさに、マルチチヤンネルのエ U アを 
優先的に読み込みます。再生エ IJ アの切換は、ディス 
クを読み込んだ後で行えます。（左記「再生エ U アの切 
換」参照） 

2チヤンネルのソースを再生した場合は、音声はフロ 
ントし R からのみ出力されます。 

参 「 Multi 」 に設定すると、「应インジケーターび点打 
します。 

参再生中は切り換えでさません。再生を停止してから切 
り換えてください。 
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デイスプレー 


〇 〇 I 〇 



デイマ- 


DISPLAY 




ディスクの再生中または一時停止中にディスプレーボ 
タン ( DISPLAY ) を押すと、ディスプレーの表示び次の 
ように切り換わります。 

例） 


再生中のトラック番号 再生中のトラックの 

経過時間 


本体のデイスプレーとインジケーターの明るさを調節で 
さます。 

FL Dimmers (通常の明るさ）^- 

I 

FL Dimme 「2 

I 

FL Dimmer i 

I 

消な- 

参「消灯」を選ぶと、ディスプレー、トレーインジケーター 
び消打します。 


再生中のトラックの残り時間 


ディスクの経過時間 


•消打中に再生ボタンなどを押すと、約3秒間ディスプ 
レーび点なします。 

参 Dimme 「3 lU 外び選択されていてを、エラー表示や設 
定メニュー表示を行っている時は、通常の明るさ 
(Dimmer 3) になります。 


ディスクの残り時間 


参停止中は、ディスクの総トラック数と総再生時間を表 
术しま 9 〇 

例） 


総トラック数 ディスクの総再生時間 
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設定モード 


II モードボタン ( MODE ) をくり返し巧して、 
変更する項目を選ぶ。 




モードボタン ( M 日 DE ) を押すたびに、下のように 
デイ スプレーの 表示び変わります。 



1 

UPCONV > 

LIGHT > 

i 

t 

UPC - A > 

FLaOFF > 

i 


WORD > 

LOAD > 

i 


CLKIN > 

LAYER > 

i 


XLR > 

DAO 

i 


RCA > 

i > 

1 

t 


]0秒上放置すると、設定モードは解除されて通常 
の表示に戻ります。 


□ ボタンを使って、設定を変更ず 

る。 



各設定内容については、2己〜29ページをお読みく 
ださい。 

] 日秒上放置するか、停止ボタン ( ST 日 P ) を]回押 
すと、設定を終了して通常の表示に戻ります。 

• 設定した内容は、電源プラグを抜いた状態で放置し 
てち半永久的に保持されます。 


24 










































設定モード時の表示と内容 

UPCONV > ホホみ 

アップコンバート設定。 

CD 再生時に XLR 端テまたは RCA 端テから出力するデ 
ジタル信号の、アップコンバートするヴンプ IJ ング周 
波数を切り換えます。 （26 ページ） 

UPC-A > ネネみ 

アルづ U ズム設定。 

アップコンバート時のアルゴ IJ ズムを選択します。 （2 目 
ぺージ） 

VVORD>^ ホホ 

ワードシンク設定。 

ワードシンクのモードを切り換えます。 （27 ページ） 


LOAD > ホみホ 

ディスク読込設定。 

読込モードの選択びでさます。 （29 ページ） 

FLaOFF> * * 求 

自動 FL (ディスプレー ） 消な設定。 

ディスプレー表示を自動消打する時間を設定します。 
(29 ぺージ） 

UGHT> 求求 * 

トレーインジケーター設定。 

トレー上部、ブルーのインジケーターの点巧ち法を設 
定します。 （29 ページ） 


CLKIN>^ ホみ 

ワードシンク入力端テ設定。 

ワー ドシンクする信号の入力端テを切り換えます。 （27 
ぺージ） 


X し円>ネホみ 

XLR 出力設定。 

XLR 端テから出力するデジタル信号のフォーマットを 
切り換えます。 （27 ページ） 


RCA >* 求求 

RCA 出力設定。 

RCA 端テのデジタル出力のモードを切り換えます。 
(27 ぺージ） 

j >ネ求ネ 

i . LINK 出力設定。 

i . UNK ( AUDIO ) 端テから出力する信号のオン/オフを 
切り換えます。 （27 ページ） 


DAO ネ求求 

D / A コンバーター設定。 

接続する D / A コンバーターの種類を設定します。 （28 
ぺージ） 


LAYER> * ホ * 

優先再生エ U ア設定。 

スーパーオーディオ CD と CD の2層構造になっている 
八イブ IJ ッドディスクをセットしたとさに、どの層を 
優先的に再生するのかを設定します。 （28 ページ） 
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設定モード(続き) 


アップコンバート設定 

UPCONV > みみみ 

CD の 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を、2倍、4倍、8 
倍にアップコンバートして各出力端子から出力すること 
びでさます。 

出荷時は 「 ORG 」 に設定されています。 

• 8 倍にアップ〕ンバートするには、 0-02 と接続し、 
rXLR 出力設赴び 「 Dual 」 で 「 D / A コンパーター設赴 
び rESL 3」 である必要びあります。 

ORG (オリジナル） 

アップコンバートを行わず、ヴンプ IJ ング周波数 
44.1 kHz のまま出力します。 

2FS 

CD の 44.1 kHz のヴンプ IJ ング周波数を、2倍の 
88.2 Hz にアップコンバートして出力します。 

4FS 

CD の 44.1 kHz のヴンプ IJ ング周波数を、4倍の 
] 76.4 kHz にアップコンバートして出力します。 

8FS 

D - 日2と接続し、 「 XLR 出力言受定」わく 「 Dual 」 で 「 D/A 
コンバーター設定」びに SL 3」 のとき、 CD の 
44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を、8倍の3己 2.8 kHz 
にアップコンバートして出力します。その他のとさは 
CD の 44.1 kHz のヴンプ IJ ング周波数を、4倍の 
1 76.4 kHz にアップコンパートして出力します。 

参スーノくーオーディオ CD 再生時はアツプコンバート機能 
は働さません。 


アルゴリズム設定 

UPC-A> ホ * み 

アップコンバート時のアルゴ U ズムを設定します。 

出荷時は 「 NF 」 に設定されています。 

円 R 

アップコンパート時に FIR フイルターを使用します。 

NF 

アップコンバート時にデジタルフィルターを使用しま 
せん。 


ワードシンク設定 

V\/0RD > みみみ 

ワードシンクのモード切り換えます。 

出荷時は rautoj に設定されています。 

auto ( 才ート） 

外部同期信号(ワードク□ック)の入力を検知した場合、 
ワードシンクび働きます。 rautoj に設定すると外部 
同期信号(ワードク□ック)をサーチしますび、ワード 
ク□ックを検出でさなくても内部のク□ックで動作し 
ます。 

ON 

D -02 や G - ORb など外部同期信号(ワードク□ック促 
出力する機器と接続し、ワードシンク動作させるとさ 
には、 「 ON 」 にします。システムの同期(ク□ック)を 
一元化して再生するとさや、本機を高精度な外部ク□ッ 
クで動作させるとさに選んでください。 

OFF 

ワードシンクをオフにします。外部同期信号(ワードク 
□ック)を使わないとさに選んでください。 

参本機は下のク□ックに対応しており、入力された信 
号によって自動的に切り換わります。 

44.1 kHz 、88.2 kHz 、] 7目. 4 kHz 、10 MHz 、 
22.已 792 MHz 

参 rautoj または rON 」 にすると、 WORD インジケーター 
び点滅して外部ク □ックをサーチします。 ク□ックを 
感知して□ックすると点打(青)に変わり、外部同期に 
よる再生び可能になります。 

•設定び「日 N 」 のとさ、外部ク□ックを感知でさないと 
エラーメッセージを表示します。 

参ワードシンクを切り換えると、 D / A コンバーターから 
ノイズび出ることびあります。本機を停止して、アン 
プの音量を絞ってから操作してください。 

参 D / A コンバーターのワードシンクをオンにしている場 
合は、本機のワードシンクを rautoj または roN 」 
にしてください。本機のワードシンクを 「 OFF 」 にし 
て使用した場合、ノイズび出ることびあります。 
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ワードシンク入力端子設定 

CLKIN > みみみ 

ワードシンクする信号の入力端テを切り換えます。 

出荷時は 「 WORD 」 に設定されています。 

WORD 

ワードシンク入力端テ (WORD SYNC IN ) に入力され 
た信号とワードシンクします。 

10M 

] OMHz 入力端テ (WORD SYNC 1 OMHz IN ) に入力 
された信号とワードシンクします。 


XLR 出力設定 

XLR > みみみ 

XLR 端テの接続のしかたによつて設定を切り換えます。 
出荷時は 「 OFF 」 に設定されています。 

Single 

XLR 端テからステレオのデジタル信号を出力します。 
1本の XLR ケーブルで D / A コンノ く一夕一と接続してい 
るとさに選んでください。 

Dual 

XLR 1( L ) 端テからは L チヤンネルのデジタル信号を、 
XLR 2( R ) 端テからは R チヤンネルのデジタル信号を出 
力します。エソテ IJ ックの D / A コンパ'-夕一 ( D -01/ 
D -02/ D -03/ D -0 己)または Dual AES に対応している 
機器と本機を2本の XLR デジタルケーブルで接続して 
いる場合に選んでください 。 （Dual AES 接続） 

OFF 

XLR 端テから出力しません。 XLR 端テを使用しないと 
さに選んでください。 

参「アップコンバート設定」で rSFs 」 にして8倍の 
3己 2.8 kHz にアップコン八ートするときは、 「 Dual 」 に設 
定してください。 


RCA 出力設定 

RCA> * * * 

RCA 端テのデジタル出力のモードを切り換えます。 

出荷時は 「 OFF 」 に設定されています。 

ON 

アップコンバート設定にしたびつて RCA 端テから出力 
されます。 

OFF 

RCA 端テから出力しません。 RCA 端テを使用しないと 
さに選んでください。 

THRU 

アップコンバートを行わず、ヴンプ IJ ング周波数 
44.1 kHz のまま出力します。 

• DSD 信号は、 RCA 端テから出力しません。 


し LINK 出力設定 

i >* * * 

i . UNK ( AUDIO ) 端テ出力のオン/オフを切り換えます。 
出荷時は 「 OFF 」 に設定されています。 

ON 

CD 再生時はアップコンパートを行わず、ヴンプ IJ ング 
周波数44.] kHz のまま出力し、スーパーオーディオ 
CD の再生時は DSD 信号を出力します。 

OFF 

i . LINK 端テから出力しません。 i . LINK 端テを使用しな 
いとさは、日 FF にしてください。 

参スーパーオーディオ CD のサラウンドの音声を出力する 
ためには、「2チヤンネル/マルチチヤンネルの切換」を 
「 Multi 」 に設定してください。にか!」にした場合は、ダ 
ウンミックスされた音声びフ□ント L / R チヤンネルの 
みに出力されます。 （22 ページ） 

•音声の出力に問題びある場合は、接続したアンプや 
D / A コンバーターの取扱説明書で、対応しているフオー 
マットをご確認ください。 

• i . LINK 端テで接続された受信側の機器びフ□-レート 
コント□ールに対応している場合は、自動的にフ□一 
レートコント□ールモードで信号を出力します。 
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設定モード(続き) 


D / A コンパーター設定 

DAO * * * 

接続する D / A コンノく一夕一の種類によつて、設定してく 
ださい。 

出荷時はに SL 3」 に設定されています。 

ESL1 

エソテ IJ ックの D -0] と接続する場合に選んでくださ 
い。 

ESL2 

D -0] または D -021 U 外のエソテ U ックの D / A コンバー 
ターと接続する場合に選んでください。 

ESL3 

エソテ IJ ックの D -02 と接続する場合に選んでくださ 
い。 

Others 

エソテ IJ ック外の D / A コンバーターと接続する場合 
に選んでください。 

参設定び「 ESL 3」 で、「アップコンパート設赴び「日 RG 」 、 
に Fs 」、 r 4 Fs 」 の場合は、 PCM 信号を48ビットで出 
力し、 rSFs 」 のときは、24ビットで出力します。 


優先再生エリア設定 

LAYER > みみみ 

スーパーオーディオ CD の中には、2チヤンネルとマルチ 
チヤンネルび記録されたディスクや、スーパーオーディ 
才 CD と CD の2層構造になっている八イブ U ッドディス 
クびあります。 

八イブ IJ ッドディスクをセットしたとさに、最初に読み 
込むエ U アを設定します。 

出荷時は 「 SACD 」 に設定されています。 


SACD 

スーノ くーオーディオ CD 層を優先的に読み込みます。 

22ページの! "2 チヤンネル/マルチチヤンネルの切換」 
び 「2 ch 」 に設定されているとさは、2チヤンネルの層 
を再生します。 「 Multi 」 に設定されているときは、マル 
チチヤンネルの層を再生します。 

CD 

CD 層を優先的に読み込みます。 

DSD 信号に対応していない D / A コンバーターを接続す 
るとさは、こちらを選んでください。 

参ここで選んだ層びディスクに収録されていない場合は、 
他の層を再生します。 


参ディスクの停止中に再生エ U アボタン (PLAY AREA ) 
で再生エ U アを切り換えた場合 (22 ページ)、ディスク 
を交換するとここで選んだ設定に戻ります。 

参スーパーオーディオ CD を再生するためには、 i . LINK 端 
テを備えた D / A コンバーターと i . LINK ケーブルで接続 
して < ださい。 
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ディスク読込設定 

LOAD>* * * 

ディスクの読込モードを設定します。 

出荷時は 「 SLOW 」 に設定されています。 

NML 

ノーマルモー ドで読込を行います。 

SLOW 

ス□ーモードで読込を行います。ノーマルモードと比 
較すると、より精度の高い読込を行います。ただし、 
読込時間びノーマルモードより長くなります。 


自動 FL (ディスプレー)消な設定 

F し aOFF > ホみみ 

FL (ディスプレー ） 表示を一定時間経過後、自動的に消打 
する設定びでさます。 

出荷時は、 「30 m 」 に設定されています。 


トレーインジケーター設定 

UGHT>* * * 

トレー上部のブルーのインジケーターの点打ち法を設定 
することびでさます。 

出荷時は「巳」に設定されています。 

A 

トレー開閉時は点滅します。ディスクびトレーにある 
とさは点打します。 

B 

トレー開閉時は点滅します。ディスクの停止時に点打 
します。 

C 

トレー開閉時は点滅します。 

D -02 を接続し、 D / A コンパーター設定びに SL 3」 の 
とさに点打します。 

OFF 

トレーインジケーターは点打しません。 


15m 

再生停止状態で1日分間操作の無い状態び続< と 、 FL 
表示び自動的に消なします。 

30m 

再生停止状態で30分間操作の無い状態び続< と 、 FL 
表示び自動的に消なします。 

巨 Om 

再生停止状態で60分間操作の無い状態び続< と 、 FL 
表示び自動的に消なします。 

OFF 

FL 表示は自動的に消巧しません。 

参 FL 表示管は、同じ表示状態で長時間使用し続けると、 
輝度ムラび起こることびありますので、自動 FL 消好設 
定を有効にすることをお勧めします。 
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出荷時の状態に戻ず 困ったときは 




設定した内容は、電源プラグを抜いた状態で放置してを 
半永义的に保持されます。 

下の操作をすると、設定した内容を工場出荷時の状態 
に戻し、すべてのメモ U —を消去します。 

1. 電源をオフにする。 

電源びオンだった場合は、電源ボタン ( POWER ) を押 
して電源をオフにしてから30秒じ(上待ってください。 

2. 停止ボタン ( STOP ) を巧しなび5電源ボタン 
( POWER) を巧す。 

ディスプレーにに etup CLR 」 (設定消去)び表示された 
ら停止ボタン ( STOP ) から指を離してください。 


本機の調テびおかしいとさは、サービスを依頼される前 

にじ(下の内容をもう一度チェックしてください。また、 

本機外の原因ち考えられます。接続した機器の使用ち 

法を合わせてご確認ください。 

それでち正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店 

またはティアック修理センター （36 ページに記載)にご連 

絡ください。 

電源び入5ない。 

■►電源コードび、本体背面のインレットとコンセント 
に接続されているか確認してください。 

♦ 電源コードび、接続されたコンセントに電流び流れ 
ているか、別の機器を接続するなどして確認してく 
ださい。 

U モコンで操作でをない。 

■►本体の電源をオンにしてください。 （16 ページ） 

♦ 電池び消耗していたら、2本とち新しい電池に交換し 
てください。 （9 ページ） 

♦ 本体と U モコンの間に障害物びあると操作でさませ 
ん。本体の正面から7メートル内の距離で、本体の 
ちを向けて操作してください。 （9 ページ） 

他の電子機器び誤動作する。 

♦ワイヤレス U モコン機能を持つ電子機器は、本機の 
U モコン操作により誤動作する可能性びあります。 

再生でをない。 

♦ ディスクをトレーの中むに正しくセットしてくださ 
い。 

♦ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクの 
レーベル面を上にして入れ直してください。 

今ディスクび巧れている場合は、ディスクをおいてく 
ださい。 （8 ページ） 

♦本機の内部び結露している場合は、電源を入れて1、 
2時間放置してください。 （6 ページ） 

ボタンを巧しても反応しない。 

♦ 続けてボタンを押すと、機械側び対応でさずに動作 
しないことびあります。ボタンを押すとさは、機械 
び反応するまで少しお待ちください。 

雑音びする。 

♦ テレビなど強い磁気を帯びたをのからはでさるだけ 
離して設置して < ださい。 
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スピーカーか 5 音が出ない。音が歪む。 

D / A コンバーター、アンプ、スピーカーとの接続を 
確認してください。 （10 ページ） 

♦接続した端テに合わせて、デジタル出力を切り換え 
てください。（24、27ページ） 

♦ アンプなどの音量を調節してください。 

今ディスクび巧れている場合は、ディスクをおいてく 
ださい。 （8 ページ） 

今一時停止中は音び出ません。再生ボタン ( PLAY ) を押 
して通常の再生に戻して<ださい。 

スーノ ーオーディオ CD のデジタル音声を出力できない。 

♦ スーパーオーディオ CD のデジタル音声を出力するた 
めには、エソテ IJ ックの D / A コンパ'-夕一 ( D -02/ 
D - 日已 / D - 日 3/ D -0 ] )、または i . UNK ( AUDIO ) 端テの 
ある D / A コンパーターび必要です。 

♦マルチチヤンネルの音声を出力するためには、 
i . UNK ( AUDIO ) 端テをマルチチヤンネル対応の D/A 
コンバーターと接続し、「2チヤンネル/マルチチヤン 
ネルの切換」を 「 Multi 」 にして、ディスクの再生エ U 
アを 「SACD Multi 」 にして再生してください。 （22 
ぺージ） 

WORD インジケーターが点滅する。 

■►ワードク□ックび入力されてない時は、ワードシン 
クを 「 OFF 」 または 「 aut 日」にしてください。 （26 ぺ一 
ジ） 

♦ 同期でさない信号び入力されている可能性びありま 
す。ワードシンク端テの接続や、接続している機器 
の設定を確認してください。 

「NO WORD !」 び表示される。 

ワードク□ックび入力されていません。外部マスター 
ク□ックジェネレーターとの接続、マスターク□ッ 
クジェネレーターの電源や出力状態を確認してくだ 
さい。 

今ワードク□ックび入力されていない時は、ワードシ 
ンクを 「 OFF 」 または rautoj にしてください。 （26 
ぺージ） 

rWRD ERROR !」 び表示される。 

同期でさない信号び入力されている可能性びありま 
す。ワードシンク端テの接続や、接続している機器 
の設定を確認してください。本機で使用でさるワー 
ドク□ックは、 44.1 kHz 、88.2 kHz 、] 76.4 kHz 、 
]0 MHz 、22 .已 792 MHz です。 （26 ぺージ ') 


rWRDUNLCK !」、「 lOMUNLCK !」 び表示される。 

♦ 入力されているワードク □ ツクに □ ツクでさません。 
接続している機器の設定を確認してください。 （2 目 
ぺージ） 

ディスクトレーの開閉時に 「TRAY ERRU び表示される。 
♦ディスクトレーの前に障害物びあったり、ディスク 
び正し<セツトされていないと、開閉の途中でトレー 
び止まり 、 「TRAY ER 阿」び表示されます。原因を 
取り除いてからトレー開閉ボタン ( OPEN / CLOSE ) 
を押せば、トレーは元の位置に戻ります。 


本機はマイコンを使用しておりますので、が部か5の雑 
音やノイズ等によつて正常な動作をしなくなることびあ 
ります。このような場合は一旦電源を切り、約1分後に始 
めか5操作して < ださい。 
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仕様 


再生可能ディスク 

スーパーオーデイオ CD 、 CD 、 CD-R 、 CD-RW 


デジタル出力 

XLR 端テ . 2系統 

(Dual AES 出力時は、2つの端テを使用するので1系 
統になります） 

i . UNK ( AUDIO ) 端テ (6 ピン） .] 系統 

i . UNK ( AUDIO ) 端テ (4 ピン） .] 系統 

RCA 端テ .] 系統 

i . LINK 出力 ( CD 再生時） . IEC 目09已8 


付属品 

電源コード X] 

IJ モコン (RC-] 156)X1 
IJ モコン用乾電池禅 3)X2 本 
フエ J レト X 4 枚 
取扱説明書(本誌) X] 

ご愛用をカード X] 


取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあります。 
仕様及び外観は改善のため予告な<変更することびあり 
ます。 


ワードシンク 

端テ . BNCX2 

ワードク□ック周波数 

入力 . 44.1kHz 、 88.2kHz 、 176.4kHz 

]0MHz、22 .已 792MHz 

入カインピーダンス 

WORD IN.7 已〇 

lOMHz IN. 已〇〇 

入カレベル 

WORD IN.TTL レベル相当 

1OMHz IN . サイン波 0 .己〜 1.OVrms 


ワードク□ック周波数レンジ . ±1 已 ppm 


—般 

電源 . 1 00V AC 已 0- 目 OHz 

消費電力 . 2已 W 

外形寸法 ( WxHxD 、 突起部含む） 

44 已 mmx ] 62mmx438mm 

質量 . 31kg 

許容動作温度 . +己む〜+ 3 己む 

許容動作湿度 . 5% 〜 8 己％ (結露のないこと) 

許容保管温度 . 一20む〜+已已む 
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し LINK ( IEEE 1394) 


i . LINK とは、国際標準規格である IEEE 1394 の別称です。 
本機は i . UNK ( AUDIO ) に対応しています。 

本機の i . UNK ( AUDIO ) 端テに i . UNK ( AUDIO ) 対応機器を 
i . LINK ケーブルで接続すると、2チャンネル U ニア PCM 
信号やマルチチャンネルの圧縮オーディオ信号に加え、 
従来アナ□グでしか伝送でさなかったスーパーオーディ 
才 CD のマルチチャンネル信号をデジタルのまま伝送する 
ことびでさます。複数の i . LINK 対応機器を接続する場合、 
他の機器を経由して接続してもデータのやりとりび可能 
ですので、接続順序を意識する必要びありません。 


著作権保護システム DTCP 

i . LINK を使ってスーパーオーディオ CD の音声を再生する 
ためには、再生機器と D / A コンバーターの双方び著作権 
保護システム DTCP (Digital Transmission Content 
Protection ) に対応していなければなりません。 

本機は DTCP に対応しています。 


データ乾送速度 

i . LINK 巧応機器のデータ転送速度には、1日日 Mbps 
( S ] 日日)、2日日 Mbps ( S 2 日日)、400 Mbps ( S 40 0) の3 
種類びあります。本機の最大データ転送速度は 
4日 0 Mbps です。 

接続には、市販の S 4 日0対応の目ピンまたは4ピン i.LINK 
ケーブルをお使いください。 

複数の機器を接続するとさに、データ転送速度の遅い機 
器を間に挟むと、データ転送速度び遅くなります。でさ 
るだけデータ転送速度び同じ機器を上流に並べて接続し 
て < ださい。 


ミ主意 

参 i . LINK の伝送 フォー マツ ト には、本機の n.LINK 
( AUDIO )」 (八创\/1プロトコル)の他に、目 S デジタルなど 
の rMPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオ 
の 「 DV 」 などびあります。本機に i . UNK ( AUDIO ) 非対 
応の機器(パソコンの周辺機器など)を接続すると、誤 
動作や故障の原因になりますので、絶対に接続しない 
で < ださい。 

参データ転送中は、つなびっている機器の i . LINK ケーブ 
ルを抜さ差ししたり、電源をオン/オフしないでくださ 
い。 

参 i . LINK 対応機器によっては、電源びオンになっていな 
いとデータを中継でさないをのびあります。 


参 i . LINK に対応していても、機器によっては動作しない 
ことびあります。 

参受信側の機器び本機の出カモードに対応していないこ 
とびあります。接続する機器の取扱説明書もよくお読 
み < ださい。 


複数のし LINK 機器を接続するには 

デイジーチ王ーン接続(数珠つなざ） 

数珠つなざに一列に接続する場合は、本機を含めて17台 
まで接続でさます。 



ツリー接続 

i . LINK 端テを3個！;(上備えている機器びある場合、途中で 
分岐して接続することもでさます。本機を含めて] 7台ま 
で接続でさます。 



信号を出力した機器に、同じ信号び戻ってしまうと動作 
しません。接続び輪(ループ)にならないようにを意してく 
ださい。 


X 



X 


i.LINK 
対応機器 


i.LINK 
対応機器 


1 

1 

i.LINK 


i.LINK 

対応機器 


対応機器 


スーノくーオーディオ CD をダウンミックスなしでマルチ 
チャンネル再生するためには i . LINK 接続び必要です。 


この機器の i . LINK インターフエースは、の規格に 
基づいて設計されています。 

り IEEE Std ] 3949-2000, Standard for a Hi 呂 h 
Performance Serial Bus 

2 )Audio and Music Data Transmission 
Protocol 2.0 

この規格の AM 824 sequence adaptation layers 
の中の、 lEC 目 09 己 8 bitstream 、 スーパーオーデイ 
才 CD に対応しています。 
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保証と アフターサービス 


■縮正書 

保罰書はご愛用者力ードと弓 I を換えに発行いたします。 

添付のご愛用をカードに必要事項をご記入の上、速やか 
にお送りください。保証書び届さましたら、保証内容を 
ご確認の上、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰から一年です。 


無料修理規定 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのミ主意書に従った正常な使用状態で保 
証期間内に故障び発生した場合には、幹社ヴービス部門び無料修理いた 
しまず。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、保証書をご提示の上、 
势社サービス部門またはお買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 
商品を送付していただく場合の送付方法については、事前に薛社ヴービ 
ス部門にお問い合わせください。なお、離島および離島に準じる遠隔地 
への出張修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居、ご贈答品等でお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場 
合は、薛社サービス部門にご連絡ください。 

4. 巧の場合には保証期間内でも有料修理となります。 

(1) ご使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

(2) お買上げ後の輸送-移動-落下などによる故障および損傷 

(3) 义災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧に 
よる故障および損傷 

(4) 接続している他の機器に起因する故障および損傷 

(已）業務用の長時間使用など、特に奇酷な条件下において使用された 
場合の故障および損傷 
(巨）メンテナンス 

(7) 保証書の提示びない場合 

(8) 保証書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名（印）の記入のな 
い場合、あるいは字句を書き替えられた場合 

已.保証書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

巨.保話書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管してくださ 
い。 

■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有してい 
ます。 

■ ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、ならびにご不明な点は、お買い上 
げの販売店またはティアック修理センター （36 ページに 
記載)にお問い合わせください。 

■修理を依頼されるときは 

3日〜31ぺージの「困ったときは」に従って調べていただ 
さ、なお異常のあるとさは使用を中止し、必ず電源プラ 
グをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店または 
ティアック修理センター （36 ページに記載)にご連絡くだ 
さい。 

なお、本体の故障をしくは不具合により発生した付随的 
損害(記録内容などの補償)の責についてはご容赦くださ 
い。 

保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていたださます。 


保証期間が過ざているときは 

修理すれば使用でさる場合は、ご希望により有料にて修 
理させていたださます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金で 
す。 

測定機等の設備費、技術をの人件費、技術教育 
費び含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合もあり 
ます。 

出張料：製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用 
です。 

修理の際ご連絡いただきたい内容 

型 名：スーパーオーディオ CD / CD トランスポート 
P -02 

シリアルナンバー： 

お買い上げ日： 

販売店名： 

お客様のご連絡先： 

故障の状況に きるだけ詳しく） 


■廃棄するときは 

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、 
お客様のご負担になります。 


分解-改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでください。 

この機器に巧して、当社指定のサービス機関外によ 
る修理や改造び行われた場合は、保証期間内であって 
を保証対象外となります。 

当社指定のサービス機関 I ソ外による修理や改造によっ 
てこの機器び故障または損傷したり、人的-物的損害 
び生じてち、当社は一切の責任を負いません。 
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リアパネル 
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エソテリツク株式会社 

干2日目-8已30東京都多摩市落合1 -47 http :// www . esoteric . jp / 


この製品のお取り扱い等に関ずるお問い含わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

±•曰•祝日•製社休業日を除く 9:30〜] 2:00/13:日日〜] 7:日日です。 

AV お客様相談室 

0570 -000-701 

ルー般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 

干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 

電言舌： 042-3 已 6-923 己 / FAX : 042 -3 已 6-9242 


故障•修理や保守についてのお問い台わせは 

ティアツク修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰•祝日-製社休業日を除く 9:30〜 ] 7:00です。 

ティアツク f 彦理センター 

没 0570 -000-501 

市巧巧話科で OK 

twYWU 一般電話.公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 

干3已 8-0026 埼玉県入間市ル谷田8己8 
電話： 04-2901-1 033 / FAX : 04-2901-1 036 


参ナビダイヤルは全国どこからお掛けになってを市内通話料金でご利用いただけま 
す。 PHS • IP 電話等からはナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の電 
話番号にお掛けください。 

参新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびあります。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い合わせいただくか、通常の電話 
番号にお掛けください。 

参住所や電話番号は、予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 
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